
概要

音響条件が厳しい車載ハンズフリーシステムで
良好な音声品質を実現するのは難しい課題
です。良好な通話品質を確保する為に ITU-
T 勧告 P.1120 がスーパーワイドバンド / フ
ルバンド車載のハンズフリー通話のテストケース
をが規定しています。

このテストメソッドはシングルトークの周波数特
性、ラウドネスレーティング、シングル及びダブル
トークのエコー性能やレベル変動、バックグラウ
ンドノイズ伝送品質等の音声品質の主な項
目に特化しています。HEAD acoustics はこ
の勧告に規定されたすべてのテストケースを
ACQUA のテストスイート P.1120 として製
品化しています。

テストスイート P.1120 は純正や市販のスー
パーワイドバンド / フルバンドハンズフリーシステ
ムやデバイスの通話品質を ITU-T 勧告
P.1120 への適合を目的とした評価及び最適
化に最適です。
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解説

車載ハンズフリー通話には低 S/N 比、エ

コー、ダブルトーク、RF 伝送障害等、多くの

音響的な特異性があります。その為良好な

通話品質の実現は難しい課題です。国際

電気通信連合 ITU は ITU-T 勧告

P.1120 として車載のスーパーワイドバンド

/ フルバンドハンズフリー通話のテストを規定

しています。最新バージョンは 2017 年 3

月のエディション 1.0 です。勧告 P.1120 

はラウドネスレーティング、伝達関数、送話

受話方向のアイドルチャンネルノイズ、帯域

外信号の抑制、エコーアテニュエーション、最

低アクティベーションレベル等の通話品質に

とり基本的要素のテストメソッドを規定して

います。純正ハンズフリーシステム、市販ハン

ズフリーキット、車載の有線無線のヘッドセッ

ト1のテストをカバーしています。1

アドバンスト品質

ITU-T 勧告 P.1120 は通話品質のアド

バンスト要素も考慮に入れています。ダミー

ヘッド測定システムは車室内でハンズフリー

端末を利用者の役割を果たし、音響環境を

リアルに再現します。オリジナルのマウント位置

でのハンズフリー端末を測定することで車両

特有の条件も考慮に入れられています。後

付けシステム向けには典型的な音響条件を

もつ車両が用いられます。

テストのもうひとつの重要要素はリアルな測定

に伴うバックグラウンドノイズです。テスト車両

の正確な音源材料は路上で録音された走

行ノイズです。勧告は数種類の走行速度と

エアコン設定を規定し典型的な実環境の走

行条件をカバーしています。実験室環境での

録音データの使用に際して、バックグラウンドノ

イズシミュレーションシステムが車室内に配置

され正確な再生の為のイコライゼーションが行

われます。アクセス可能な A2BⓇ BUS シス

テム搭載車両はリアルタイムで測定中にバック

グラウンドノイズをデジタル挿入できる為、例

外です。このように ITU-T 勧告 P.1200 は

実環境に近い条件でシステム性能分析を行

う為の様々なテストとテストに使用する信号を

規定しています。

P.1120 (Code 60043)
測定標準規格 ITU-T P.1120
スーパーワイドバンド / フルバンド
車載ハンズフリー端末

主なフィーチャー

アプリケーション

・車載ハンズフリー通話システム、デバイスの
狭帯域音声品質評価の為の自動テスト
スイート

・純正、市販の車載ハンズフリーシステム、
有線無線のハンドセットのテストをサポート

・音声品質分析の為の豊富なアドバンスト
ソフトウエア（ACOPT’s)

・バックグラウンドノイズの録音やデジタル
挿入の為の A2BⓇをサポート

・ITU-T 勧告 P.1120 に基づくスーパーワ
イドバンド / フルバンド車載ハンズフリー端
末の自動音声品質分析

・客観的音質評価による車載ハンズフリー
端末の開発と最適化

・車室内のハンズフリーマイクとスピーカー
搭載位置の最適化
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メインフォーカスはダブルトーク性能やバックグ

ラウンドノイズ伝送品質等の会話パラメター

です。測定のいくつかは3GPP (3rd

Generation Partnership Project) 等

の第 3 世代モバイルフォン向けの最新の標

準規格に基づき、その他は聴感テスト結果

に基づいています。テスト信号はリアル音声

（ITU-T P.501 準拠）やアクティベーショ

ンシーケンス、特別ノイズシーケンス、音声

シーケンスを含みます。ダブルトークのシミュ

レーションには、専用の音声信号が用いられ

ます。エコーアテニュエーション性能測定は

AM/FM 変調正弦波信号を用いて行われ

ます。

ACQUA テストスイート製品化

HEAD acoustics は ITU-T 勧告

P.1120 に含まれるすべてのテストを

ACQUA の為のテストスイート P.1120 と

して製品化しました。必要なハードウエア、ソ

フトウエアと組合わせることにより、このテスト

スイートを用いて狭帯域車載ハンズフリー通

話の為のシステムやサブシステム、コンポーネ

ンツの自動分析と最適化が可能となります。

テストスイートに含まれるすべての測定は 4

ページのデバイスタイプごとの SMD 一覧の

通りです。SMD の番号はデータベース中の

実際の番号に対応しています。’U’ と示され

ている項目は役立つ情報の意ですが、

ITU-T P.1120 が必須としているものでは

ありません。5 ～ 6 ページは 3 つのセット

アップ事例です。これらは 3 つの主なコン

ポーネンツ；labCORE、ACQUA、HMS 

HATS に基づいています。バックグラウンドノ

イズシミュレーションは 3PASS flex を用い

て行われます。A2BⓇ搭載車両の場合は車

両に搭載されているマイクロホンを用いてバッ

クグラウンドノイズを録音することができます。

測定中に録音済の信号がデジタル挿入さ

れます。この場合は 3PASS flex は不要と

なります。A2BⓇ BUS にアクセスするには

labCORE にオプションの拡張ハードウエア

coreA2B を搭載する必要があります。エ

コーアテニュエーション性能の測定にはモー

ター駆動の回転反射板 HRR I を用いると

音響エコーパスを変化させることができます。

（事例 2 参照）このテストスイートは各測

定項目の実行と同期して HRR I を動作さ

せる為のトリガー信号を含んでいます。関連

する ITU-T 勧告 P.1100（狭帯域）と

P.1110（広帯域）の為のテストスイート

も利用可能です。

HEAD acoustics のエンジニアがマルチマイクロホン搭載のハンズフリー通話システムをイコライゼーションする為、
測定マイクロホンを設置 している様子

共通要件

以下のソフトウエア、ハードウエア以外の

コンポーネンツも必要となります。3 ペー

ジの決定木でユースケースごとに決まり

ます。

ソフトウエア

・ACQUA (Code 6810)
アドバンスト通信分析システム

・ACOPT 17 (Code 6839)
Relative Approach

・ACOPT 30 (Code 6857)
POLQA (Perceptual Objective
Listening Quality Analysis)

・ACOPT 32 (Code 6859)
音声信号によるダブルトーク分析

・ACOPT 35 (Code 6866)
ETSI TS 103 281, Model A に
基づく 3QUEST スーパーワイドバン
ドとフルバンドの音声品質評価

・その他のソフトウエアコンポーネンツ
（決定木参照）

ハードウエア

・labCORE (Code 7700)、モジュール式
多チャンネルハードウエアプラットフォーム

- coreBUS (Code 7710) 
labCORE I/O BUS メインボード

- coreOUT-Amp2 (Code 7720)
labCORE 出力モジュール、パワーアンプ
（2 チャンネル）

- coreBEQ (Code 7740)、
labCORE バイノーラルイコライゼーション
（マイク測定用ではありません。）

・ 1 x 測定マイクロホン
（マウスイコライゼーション用）

・その他のハードウエアコンポーネンツ
（決定木参照）

オプション

・ACOPT 09 (Code 6819)、SLVM 
P.56 （’Useful’ な測定として）

・ACOPT 20 (Code 6843)
品質パイチャート（希望する場合のみ）

・HRRI (Code 6597)、ITU-T P.1100
準拠の回転反射板、音響エコーパス変更用

納品アイテム

・P.1120 (Code 60043)
ACQUA データベースとして納品

・V2C ファイル

・ドキュメンテーション

08.21 D60043jp2 記述内容が変更になる可能性があります。



追加が必要なソフトウエアとハードウエア

この決定木は個々のユースケースで必要な

ハードウエアとソフトウエアを特定するのに便

利です。2 ページに記載の共通要件はいず

れの場合も必要となります。P.1120 テスト

スイートによるテストにも様々なハードウエア

の組合わせがあります。ご不明点については

別途お問い合せください。具体的なユース

ケースに合せたご提案、既にお持ちのハード

ウエアを考慮したご提案をさせて頂きます。

08.21 D60043jp2 記述内容が変更になる可能性があります。



1) ヘッドセットハンズフリー端末のテストや旧シリーズのハードウエアとソフト
ウエア (MFE プラットフォーム、SQuadriga II、HAE-car) によるテスト
の例は少ない為、このデータシートでは詳しく記述していません。これらのテ
ストケースや製品についての詳細は別途お問い合せください。

2) この標準規格には ITU-T P.58 準拠のダミーヘッド測定システムが必
要となります。イコライゼーションを行ったうえで、HMS II.6 と HMS II.7 
は遠方界測定用に P.58適合として取り扱われます。

3) 旧シリーズの HMS システムと HMS アクセサリー で代替することも可
能です。

BluetoothⓇの文字商標及びロゴはBluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標です。
ヘッドアコースティクスによるこれらの使用はすべてライセンス契約に基づいています。他の商
標名及び商品名はそれぞれの所有者のものです。

Qualcom aptX はQualcomm Technologies, Inc.及び同社子会社の製品です。

Qualcomm は米国及びその他の国々で登録されたQualcomm Incorporatedの登
録指標です。

ICPⓇは PCB Group, Inc. の登録商標です。

08.21 D60043jp2 記述内容が変更になる可能性があります。
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セットアップ事例 1 : A2BⓇを用いたハンズフリーシステム

ステップ 1 of 2：録音

すべてのシナリオにおいて、ITU-T 勧告 P.1120 

に基づくハンズフリー通話システムのテストの第 1 

ステップは実際の走行ノイズの録音です。

ハンズフリー通話システムを含め、車両がオーディオ

信号を A2BⓇBUS システムを通じて出す場合

プロセスはシンプルです。

BUS には coreA2B を搭載した labCORE から

アクセスします。 Proxy モードで labCORE を

マスターと最初のスレーブノードのあいだに挿入する

と BUS 上のすべての信号にフルアクセスできます。

この移動中のアプリケーションでは labCORE は

HEADlab のパワーボックス labPWR I.2 から

電源供給を受けます。

labCORE はハンズフリーシステムに搭載されたマイ

クロホンからオーディオ信号を受けとり、ACQUA の

PC に送ります。並行して、ドライバーはヘッドセット

BHS II でバイノーラル録音をします。labCORE

はこの車両の通話システムに BluetoothⓇ接続さ

れます。

※すべての録音セッションにおいて安全運転を最優

先することを忘れないでください。

ステップ 2 of 2：測定

ステップ 1 と同様に、車両静止状態の測定の場

合も A2BⓇBUS システム搭載車のセットアップはシ

ンプルにできます。バックグラウンドノイズシミュレー

ションシステムが不要である為です。

labCORE による A2BⓇBUS へのダイレクトアクセ

スが可能である為、事前に録音したバックグラウンド

ノイズを測定中にリアルタイムにデジタル挿入するこ

とができます。車室内の再生が必要ない為、イコラ

イゼーションの中間ステップ（例 2 参照）は省略

できます。

この静止状態のセットアップでは labCORE と

ACQUA PC は車両の外に配置すると操作もやり

やすくなります。HMS II.7（または HEAD 

acoustics の他の測定システム）が車載ハンズフ

リーシステムで通話をするドライバーをシミュレーショ

ンします。システムはモバイルフォンに、このユース

ケースでは USB 経由で接続されます。電話は

labCORE に接続した無線テスターでシミュレーショ

ンしたモバイルネットワークにアクセスします。

以下の事例はテストスイート P.1120 と関

連するハードウエアを用いた典型的な例で

す。Analog Devices の A2BⓇ BUS

システムと 2 つのコンベンショナルな有線の

ハンズフリーシステム、即ちマイク 1 本だけ

のベーシックシステムと複数のマイクロホンを

用いたより高度なシステムを搭載した車両

を含みます。

コンベンショナルな有線のハンズフリーシステ

ムは通常 3 つのステップが必要です：

1. 走行中のバックグラウンドノイズの録音

2. バックグラウンドノイズ再生用のスピー

カーの配置とイコライゼーション

（A2BⓇの場合は省略できます。）

3. バックグラウンドノイズ環境下の測定

ステップ 2 は アクセス可能な A2BⓇBUS

システムを搭載した車両の場合は不要とな

ります。（このページの事例参照） A2BⓇ

BUS システムは測定中のバックグラウンドノ

イズのデジタル挿入が可能である為、バック

グラウンドノイズ再生と関連するシミュレー

ションシステムは不要となります。

次以降のページで P.1120 の実際の

アプリケーションに基づいたセットアップ事例

が図解されています。各ステップを通じ、使

用する機器と構成は基本的に共通です。

他のユースケースでは使用機器とセットアッ

プは異なることがあり得ます。

08.21 D60043jp2 記述内容が変更になる可能性があります。

P.1100 セットアップ事例



セットアップ事例 2 : アドバンストハンズフリーシステム

ステップ 1 of 3：録音

このシナリオでは高度なドライバーと助手席パッセン

ジャー用にビームフォーミングマイクロホンを用いたハ

ンズフリーシステムをテストします。システムの複雑性

を考慮してマイクロホンを多く用います。走行ノイズ

の録音は合計 8 つの測定マイクにより行います。

6 コの ICPⓇマイクロホンが車両の 4 つの車両側
マイクロホンの近傍に配置され、ヘッドセット BHS

II をドライバーが被り耳位置で録音を行います。
録音はモバイルハードウエアプラットフォーム
SQuadriga III を用いて行います。リモートコ
ントロール RX X.1-V2 からの RF 信号でトリ
ガーをかけます。リモートコントロールはステアリン
グウィールに固定し道路から目を離さずに
SQuadriga III を操作できるようにします。
当然安全が最優先です！

ステップ 2 of 3：イコライゼーション

録音セッションの後、セットアップは車両静止状態の構成に変更

します。4 つのスピーカーとサブウーファーが 3PASS flex を用い

たバックグラウンドノイズ再生用に車室内に配置されます。

イコライゼーションの際は HMS II.7 が物理的な条件としてドライ

バーの代わりに配置されます。 HMS II.7 の自由音場の耳が、

ドライバーがステップ 1 で被っていたヘッドセット BHS II をリプ

レースします。録音の際に使用した 6 本の ICPⓇ 測定マイクロホ

ンも用います。

ステップ 3 of 3：測定

3PASS のイコライゼーション完了後、

HMS II.7 をlabCORE に接続します。

ACQUA 用の 2 台目の PC とともに

labCORE は測定中にテスト信号を送受

信しバックグラウンドノイズシミュレーションに

トリガーをかける中心的な役割を果たしま

す。エコーアテニュエーション評価の為に

HRR I が測定中の音響エコーパスを変化

させます。

この車載ハンズフリーシステムはモバイル

フォンに、このテストケースではUSB 経由

で接続されます。これは一般的なユース

ケースです。モバイルフォンは labCORE に

接続されている無線テスターの疑似モバイ

ルネットワークに接続します。

08.21 D60043jp2 記述内容が変更になる可能性があります。


